
 

令和５年度 神戸大学博士学生フェロー募集要項 

 

神戸大学博士学生フェローシップ制度では、本学の博士課程後期課程に在籍する学生で、イノベ

ーション創出が期待される分野で、活躍が期待される優秀な学生に博士学生フェローの称号を与え

る。また、当該学生に研究専念支援金などの支援をすると共に、研究力向上のための機会を与え、

さらに、キャリアパス支援を行う。 

 

1. 対象とする分野 

 イノベーション創出が期待される 

・文理融合分野 

・マテリアル分野 

に注目し、広い意味でこれらの分野の研究に携わる学生を支援する。 

申請段階では分野を指定する必要はなく、フェロー授与の段階で決定する。 

 

2. フェローの付与 

 審査の議を経てフェロー候補者に選ばれたものが本学の指定する研究科の博士課程後期課程（医

学研究科医科学専攻においては博士課程）に入学（進学）した場合、下の期間、当該学生は博士学

生フェローを称することができる。フェローの期間中、当該学生の研究専念支援金などの支援をす

ると共に、研究力向上のための機会を与え、さらに、キャリアパス支援を行う。また、メンター（指

導教員）および副メンターが研究指導、支援を行う。 

 

3. 支援内容 

 研究専念支援金 180 万円/年 

 研究費  30 万円/年 

 授業料全額免除 

 

4. フェローを付与する期間 

 令和５年４月１日から令和８年３月３１日 

 

5. 対象とする研究科 

文理融合、マテリアルの分野それぞれについて下の表に示す研究科を対象とする。 

 文理融合 マテリアル 

人文学研究科 〇  

国際文化学研究科 〇  

人間発達環境学研究科 〇 〇 

法学研究科 〇  

経済学研究科 〇  

経営学研究科 〇  

理学研究科 〇 〇 

医学研究科 〇 〇 

保健学研究科 〇 〇 

工学研究科 〇 〇 

システム情報学研究科   

農学研究科 〇 〇 

海事科学研究科 〇 〇 

国際協力研究科 〇  

科学技術イノベーション研究科 〇 〇 

  



 

6. 応募資格 

 以下のすべてを満たす者。 

１）申請時に本学大学院博士課程前期課程在籍者もしくは修了者。医学研究科医科学専攻におい

ては博士課程１年次在籍者。 

 ２）令和５年４月１日現在、本学大学院博士課程後期課程１年次在籍見込みの者（令和４年１０

月入学の学生も含む）。医学研究科医科学専攻においては博士課程２年次在籍見込みの者。 

 ３）日本学術振興会の特別研究員(DC1)へ応募した者 

 ４）指導教員もしくはそれに代わる者の推薦を受けた者 

 

 ただし、以下のいずれかに該当する学生は申請することができない。 

・ 日本学術振興会の特別研究員 

・ 国費外国人留学生制度による支援を受ける留学生及び本国からの奨学金等の支援を受ける留学

生 

・ 年額２４０万円以上の安定的な収入を得ている者 

・ 本学の博士学生プロジェクト研究員または異分野共創による次世代卓越博士人材育成プロジェ

クトのプロジェクト生（内定者を含む） 

 

なお、特別研究員(DC1)に採用された場合は、そちらを優先して下さい。 

 

7. 募集人数 

各分野 ７名 合計１４名 

 

8. 申請方法 

１）令和４年６月１０日（金）を申請締切とする。 

 ２）指定の様式１、様式２を使用し申請書を作成し、様式１は excel のまま、様式２は PDF ファ

イルに変換し、電子ファイルの添付ファイルとして、所属研究科の担当部署に提出すること。 

  ※様式２の２～４は英語での記述も可。 

  担当部署： 

  提出先メールアドレス： 

  件名：博士学生フェロー申請 
 

9. 選考方法 

・申請書をもとに各研究科で選抜を行い、神戸大学博士人材フェローシップ運営委員会に 

推薦する。 

・最終的に、運営委員会でフェロー候補者を決定する。 

・各選考過程で必要に応じて面接を行うことがある。 
 

10. フェローシップ支給対象学生の義務 

１）フェローに決定後３年間の具体的な研究計画書を提出すること 

２）１年ごとに研究の進捗状況報告書を提出すること 

  尚、後期課程修了年については学位論文をもって報告書とすることができる 

３）メンターおよび副メンターに研究の進捗状況を随時報告すること 

４）研究成果は積極的に、学術論文や学会発表を通して積極的に発信すること 

５）研究成果報告会など、運営委員会が指定する行事に参加すること 
 

11. フェロー付与の停止 

上述の義務が果たされず、メンター、副メンターもしくは運営委員会による指摘、指導にも関わ
らず、状況が改善されなかった場合には、フェローの付与を停止することがある。また、自己都合
により休学した場合は、フェロー付与を停止する。 

 



 

12. 注意事項 

・研究専念支援金は雑所得として課税対象となり所得税に関する確定申告が必要 

・研究活動に支障がない範囲の TA やアルバイトの賃金、学会からの学術賞等の賞金、有償のイン

ターンシップの報酬を受けることは可能 


